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は 5 軸程度で累積寄与率が 60％を越えることとした。解
析により算出された軸を説明しうるカテゴリ数量の基準は











　全実習 117 件中，89 名から 114 件（回収率 97.4％）の



























句群の記載回数と記載件数の結果を表 3（記載回数が 2 以
上 5 未満の抽出語句については語句の羅列のみ）に示す。
⑶　多変量解析の結果と属性比較結果













した。条件を満たした軸は 3 軸で，累積寄与率は 64.4％を
示した（表 4）。第 1 軸では【人】が正に，【作物種】が負に，
第 2 軸では【農家】が正に，【体験・経験】が負に，第 3
軸では【作物種】が正に，【農家】および【体験・経験】
が負に，軸を説明しうるカテゴリ数量の基準（絶対値が 1.0
以上）を満たした（表 5）。累積寄与率が 46.8％を示す第 1








































































図 1　抽出された第 1，2 軸により作成したカテゴリ分布図
第 1 軸および第 2 軸で累積寄与率は 46.8％を示した．【　】
は統合カテゴリであることを，語・語群右肩の数字はカテ
ゴリ数量が 1～3 軸で基準を満たした軸の番号を示す．



















































































































rclumcd)=C0210〉（最終アクセス 2018 年 4 月 17 日）
8）　澤田　守（2003-2004）新規就農者の農業研修の現状と課題，






49 巻 3 号：127-132.
12）　江川　章（2012）多様化する新規就農者の動向と就農支援





2 月 21 日）
15）　相馬裕司，角田　毅（2011）農業経営者による新規就農者





















Summary：A questionnaire based on  free description was conducted with  the aim of clarifying  the 









thought  that  these components could be  interpreted as what expected of an agricultural experience 
program by  the agriculture-minded young.    In conclusion,  findings  in  this  study could be utilized as 
information sharing and communication tools in the training place for improvements in training contents, 
and would be useful for PDCA cycling, such as helping the match between students and training places, 
in developing agricultural human resources.
Key words：agricultural human resources, agricultural training, positive characteristics of the agricultural 
training course, feature
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